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r－0．827，PAP＜30　mmHg（n－22）でr＝0．249であっ

た．（iii）PAPとRVEFの相関はr＝－0．727，　n＝30で

あった．〔考察〕心筋シンチグラフィにおいて右室の描

出は相対的な指標である．つまり，左室，肺などの摂取

に左右される．このためPAP≧30　mmHgでは，　PAP

とRVURの相関は高かったが，　PAP＜30　mmHgでは，

右室の負荷を示していなかった．この点，心プール・シ

ンチグラフィにおける右室駆出率は，PAPとRVURの

相関は高く，右室負荷の早期指標として使用しうる．

22．運動負荷心筋スキャンによる虚血部位，重症度の

　　評価一additiona］parameterの併用による一
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　過去3年間に施行した負荷心筋スキャン連続1，500例

中，労作性狭心症（梗塞非合併例）にて冠動脈造影を施

行しているSVD　52例，　DVD　37例，　TVD　37例にて

虚血の重症度評価を行った．全体として，ECG，　T1ス

キャンの検出率は，77％，86％であった．冠動脈枝別で

はLAD　71％，　RCA　62％，　LCX　50％，狭窄度別では，

75％狭窄23％，90％狭窄73％，99％狭窄82％，100

％狭窄75％であった．また，slow　washoutの併用に

て，TVD　37例中25例（68％）にて検出できた．さらに，

肺野のタリウム活性はSVDで，冠狭窄度および多枝病

変に一致して，上昇した．また，多枝病変でも，冠狭窄

度が増加するほど上昇した．以上の成績は，視覚的な一

過性欠損像の検出に加え，slow　washoutおよび肺野タ

リウム活性の併用により，SVD，　DVD，　TVDの鑑別が

可能であり，またその重症度も評価できることが示され

た．

23．陳旧性心筋梗塞症の局所壁運動異常一ISMNに

　　よる検討一
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　陳旧性心筋梗塞症（OMI）における局所壁運動につき，

新たに開発された亜硝酸剤ISMN（isosorbite－5－mono－

nitrate：TY－10368）を用い比較検討した．

　OMI　12例にISMN　30　mg服用前，および30分後

に99mTeO4｝によるfirst　pass法をmulticrystal　gamma

camera，　system　77を用い，前方向より安静臥位にて施

行した．

　ISMNにより，収縮期血圧は134土16mmHgより

114土12mmHgと有意に低下するも，拡張期血圧，

心拍数は有意の変化を認めなかった．左室駆出分画

（LVEF）は36士13％より41±17％と増加，左室拡張

末期容量（LVEDV）では全例減少を認め140±：65　ml

より118±68m1と変化した．心拍出量は2例にて増加

を認めた．次に局所壁運動をより詳細に検討するために，

左室局所駆出分画（LVREF）図よりvisualに梗塞部（1），

非梗塞部（N）を設定し，対応する各クリスタルのREF

の平均値よ！1－REF，　N－REFを求めた．1－REFは25

±二10％より31二11％と有意に増加するも，N－REFは

46土16％より48±18％と有意の増加はなかった，1－

REFの改善は，1の設定にその周囲の虚血巣をも含ん

でいるためにISMNによlg明に改善したと思われる．

次にLVEDV　110　m1以上をA群，110　m1未満をB群

とすると，A群では1－REF，　N－REFともに改善するも，

B群では1－REFのみに改善を認めた．このことは，　A

群では非梗塞部といえども心室拡大によるLVEDVの

増大が正常心筋にも負荷を課しているために，ISMNに

よるEDV縮少が心ポンプ機能改善をもたらしたと思わ

れる．

　OMIにおいてISMNによる局所壁運動の変化につき，

局所駆出率による検討は，心ポンプ機能を詳細に検討す

る上で，有用であると思われる．
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